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３
年
に
わ
た
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
も
と
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻

の
膠
着
と
核
兵
器
の
使
用
の

可
能
性
、
北
東
ア
ジ
ア
で
の

軍
事
緊
張
、
わ
が
国
に
お
け

る
ほ
と
ん
ど
議
論
が
な
い
ま

ま
の
憲
法
改
悪
の
動
き
と
軍

備
拡
張
と
厖
大
な
防
衛
費

増
、
国
内
で
は
生
活
苦
の
進

行
と
民
主
主
義
無
視
の
強
権

的
政
治
、
原
子
力
発
電
の
拡

大
と
再
稼
働
・
福
島
原
発
事

故
の
汚
染
水
海
洋
投
棄
・
北

海
道
に
お
け
る
核
の
ゴ
ミ
処

理
問
題
の
進
行
等
々
、
緊
喫

な
課
題
が
山
積
し
対
応
を
求

め
ら
れ
、
日
本
が
戦
争
す
る

国
へ
と
進
も
う
と
し
て
い
る

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
考
え

ま
す
。

６０
年
前
の
キ
ュ
ー
バ
危
機

の
際
、米
軍
・
ソ
連
が
共
に
核

兵
器
発
射
ボ
タ
ン
を
押
す
寸

前
に
な
っ
て
い
た
事
も
思
い

出
し
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国

と
し
て
、広
島
・
長
崎
の
惨
事

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
反
核
医
師
の
会

全
国
集
会
を
、
２
０
０
４
年

・
２
０
１
３
年
と
過
去
２
回

北
海
道
で
開
催
し
て
い
ま
す

が
、昨
年
の
兵
庫
県
に
続
き
、

本
年
９
月
北
海

道
で
開
催
で
き

る
こ
と
を
光
栄

に
思
い
、
現
状

に
即
し
た
テ
ー

マ
を
設
定
し
皆

様
の
ご
期
待
に

応
え
準
備
し
た

い
と
考
え
ま

す
。北

海
道
反
核

医
師
・
歯
科
医

師
の
会
は
、
１

９
８
９
年
６
月
に
創
立
以
来

種
々
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
回
の
全
国
集
会

開
催
の
お
手
伝
い
が
で
き
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。皆

様
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
多
数
の
方
々
の
参

加
を
お
願
い
し
各
分
野
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
の
講
演
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
通
じ
、
現

状
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
今

後
の
展
望
が
開
け
る
も
の
と

し
て
準
備
で
き
れ
ば
と
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
運
動
を
担

っ
て
ゆ
く
若
い
方
々
の
沢
山

の
参
加
を
願
い
、
そ
の
方
々

へ
の
企
画
も
準
備
中
で
す
。

秋
の
北
海
道
は
、
観
光
シ

ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。
連

休
を
利
用
し
て
、
集
会
と
観

光
な
ど
も
時
間
が
あ
れ
ば
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
は

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
か
２４
年
、
北

海
道
で
反
核
医
師
の
つ
ど
い

を
開
催
で
き
な
い
か
と
全
国

反
核
医
師
の
会（
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
）

よ
り
相
談
が
あ
り
、
昨
年
９

月
２９
日
の
北
海
道
反
核
医
師

・
歯
科
医
師
の
会
拡
大
運
営

委
員
会
で
議
論
さ
れ
、
賛
成

意
見
が
多
か
っ
た
た
め
、
開

催
を
受
諾
す
る
方
向
で
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

役
員
・
事
務
局
員
へ
の
意

見
聴
取
を
行
い
、
引
き
受
け

る
な
ら
来
年
が
良
い
の
で
は

な
い
か
と
の
意

見
が
多
く
出
さ

れ
た
た
め
、
１１

月
３
日
の
本
会

総
会
で
、
２
０

２
３
年
秋
に
第

３３
回
反
核
医
師

の
つ
ど
い
を
北

海
道
で
開
催
す

る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

過
去
２
回
（
第
１５
回
＝
２

０
０
４
年
１０
月
と
第
２４
回
＝

２
０
１
３
年
９
月
）、札
幌
市

内
で
開
催
し
ま
し
た
の
で
、

北
海
道
で
の
開
催
は
今
回
で

３
回
め
、
ち
ょ
う
ど
１０
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
の
指
導
や
協
力
も

得
な
が
ら
必
ず
成
功
さ
せ
た

い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
３
回
の
実
行
委

員
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で

行
い
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
や
内

容
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

３
月
２０
日
現
在
、
決
ま
っ
た

事
項
は
以
下
の
通
り
で
す
。

会場のＡＮＡクラウンプラ
ザホテル札幌

医学生や若手医師にも多く参加してもらうべく、北海道の会の若手研修医（３人）
にも実行委員会の中心メンバーになってもらっています。
本番まであと５ヶ月、全国のみなさんのご協力と参加をお願いする次第です。

■日程 2023年9月23日（土、祝日）午後2時から24日（日）午後1時まで
■会場 JR札幌駅近くのANAクラウンプラザホテル札幌
■昨年の兵庫でのつどいと同様、現地＋オンラインのハイブリッド形式で行います
■メインテーマ 核兵器も核のごみもないピリカ・アイヌモシリ

（美しく静かなる大地）を未来へ
■記念講演 孫崎 享さん（外交官、評論家）

「世界と北東アジアの平和に何が必要か」（仮題）
■教育講演① 川崎 哲さん（ピースボート共同代表）

「核戦争の危機のなかで核兵器のない世界をどうつくるか」（仮題）
■教育講演② 被爆者運動の継承

演者は未定
■シンポジウム 放射線被曝や原発問題
（核のごみを含めて） 演者は未定
■医学生・若手医師の交流企画 １日め夕方
■懇親会 １日目の夜に立食形式で行います

このなかで文化企画を検討中

春の十勝岳連邦

現地参加を希望のみなさんへ
宿泊は実行委員会でも若干確保し
ていますが、現地参加の方は早め
の独自確保をお願いします。

亡
く
な
っ
た
祖
父
は
永

井
隆
博
士
か
ら
も
ら
っ
た

手
紙
を
大
切
に
保
存
し
て

い
た
。
祖
父
は
長
崎
医
科

大
学
で
博
士
の
１
学
年

下
、同
じ
籠
球
部
だ
っ
た
。

原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
は
軍
医
と
し
て
大

陸
に
出
征
し
て
お
り
難
を
逃
れ
た
。

手
紙
の
差
出
住
所
は
現
在
の
如
己
堂
の

あ
る
上
野
町
で
、
消
印
は
昭
和
２２
年
９
月

２
日
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
永
井
博
士

は
既
に
病
床
に
伏
し
て
お
ら
れ
、
闘
病
中

の
見
舞
い
や
激
励
の
お
礼
と
し
て
、
多
く

の
和
歌
、
俳
句
、
短
詩
を
織
り
込
ん
だ
手

紙
を
書
き
送
っ
た
。
祖
父
へ
の
手
紙
も
そ

の
う
ち
の
１
通
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
４
年
ぶ
り
に

会
い
た
る
友
よ

友

な
れ
ば

昨
日
今
日
の

話
の
み
に
て
別

れ
ぬ
」
４
年
ぶ
り
に
再
会
し
近
況
の
み
を

交
換
し
た
、
短
い
お
見
舞
い
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

「
焼
原
に
手
水
鉢
の
如
く

こ
ろ
が
り

て

友
の
情
に

つ
な
ぐ
命
か
な
」

手
水
鉢
は
神
前
、
仏
前
で
身
を
清
め
る

た
め
の
水
を
い
れ
た
器
で
、
茶
の
湯
で
は

「
つ
く
ば
い
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
永
井
博

士
は
白
血
病
の
た
め
に
寝
た
き
り
で
動
け

ぬ
我
が
身
を
手
水
鉢
に
な
ぞ
ら
え
て
い

る
。
手
紙
は
、
「
昔
と
変
わ
ら
ぬ
御
元
気

の
様
子
を
み
て
喜
び
ま
し
た
。
僕
も
が
ん

ば
り
ま
す
」

「
玉
の
緒
の
命
の
限
り

吾
は
行
く

し
ず
か
な
る

真
理
探
究
の
道
」
と
結
ば

れ
て
い
る
。
永
井
博
士
は
自
分
の
生
き
る

道
を
詠
ん
だ
こ
の
句
を
好
み
、
石
に
刻
ん

で
、
病
床
兼
仕
事
場
の
如
己
堂
の
前
の
庭

に
置
い
て
い
た
。

如
己
堂
は
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ

た
永
井
博
士
が
聖
書
の
一
節
「
己
の
如
く

隣
人
を
愛
せ
よ
―
如
己
愛
人
」
と
い
う
言

葉
か
ら
命
名
さ
れ
た
。

世
界
的
に
戦
争
の
緊
張
が
高
ま
る
今
。

永
井
博
士
の
言
葉
を
噛
み
し
め
た
い
。

（
Ｋ
・
Ｈ
）

「第33回 核戦争に反対し、核兵器の
廃絶を求める医師・医学者のつどい」

の開催にあたって

「第33回 核戦争に反対し、核兵器の
廃絶を求める医師・医学者のつどい」

の開催にあたって

実
行
委
員
長

平
野

哲
夫
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9月23日（土）～24日（日）開催

（
北
海
道
反
核
医
師
の
会
会
長
代
行
）

「
反
核
医
師
の
つ
ど
い
２
０
２
３

in
北
海
道
」
の
準
備
状
況

「
反
核
医
師
の
つ
ど
い
２
０
２
３

in
北
海
道
」
の
準
備
状
況

実
行
委
員
会
事
務
局
長

お知らせお知らせ

塩
川

哲
男
（
常
任
世
話
人
）



（2）2023年4月20日反核医師の会ニュース第82号

２
０
２
１
年
７
月
、
広

島「
黒
い
雨
」訴
訟
の
広
島

高
裁
判
決
に
対
し
国
は
上

告
を
断
念
。
菅
義
偉
首
相

（
当
時
）は
原
告
と
同
じ
事

情
に
あ
っ
た
者
を
被
爆
者

と
認
定
し
、
救
済
す
る
談

話
を
閣
議
決
定
し
た
。
し

か
し
、国
は
あ
く
ま
で「
黒

い
雨
に
遭
っ
た
」
者
を
救

済
の
対
象
と
し
、
長
崎
は

該
当
し
な
い
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
長
崎
県

は
２
０
２
２
年
２
月
、
専

門
家
会
議
を
設
置
し
、
国

が
長
崎
を
除
外
し
た
根
拠

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ

し
て
同
年
７
月
、
「
長
崎

で
黒
い
雨
に
遭
っ
た
者
を

被
爆
者
健
康
手
帳
交
付
の

対
象
と
す
る
こ
と
は
、
過

去
の
被
爆
体
験
者
訴
訟
判

決
と
何
ら
矛
盾
す
る
も
の

で
は
な
い
。
」
「
長
崎
に

お
い
て
、
被
爆
地
域
で
あ

る
西
山
地
区
以
外
で
原
爆

投
下
後
間
も
な
く
降
雨
が

あ
っ
た
こ
と
に
関
し
、「
平

成
１１
年
度
原
子
爆
弾
被
爆

未
指
定
地
域
証
言
調
査
証

言
集
」
は
、
客
観
的
な
記

録
で
あ
る
と
言
え
る
。
」

と
の
報
告
書
（
長
崎
報
告

書
）
を
取
り
ま
と
め
た
。

２
０
２
２
年
４
月
、「
黒

い
雨
に
遭
っ
た
こ
と
」
を

要
件
と
す
る
新
し
い
審
査

方
針
の
も
と
、
広
島
で
被

爆
者
検
討
手
帳
の
交
付
が

は
じ
ま
っ
た
。
長
崎
県
、

市
は
専
門
家
会
議
の
報
告

書
を
も
と
に
、
長
崎
も
救

済
の
対
象
に
加
え
る
よ
う

国
に
求
め
た
が
進
展
は
み

ら
れ
な
か
っ
た
。

２
０
２
３
年
１
月
、
厚

生
労
働
省
は
長
崎
報
告
書

に
対
し
て
、
「
過
去
の
被

爆
体
験
者
訴
訟
と
の
整
合

性
が
な
い
」
「
被
爆
地
域

以
外
で
の
降
雨
が
あ
っ
た

と
す
る
客
観
的
事
実
が
な

い
」
こ
と
よ
り
、
改
め
て

長
崎
を
救
済
の
対
象
と
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の

見
解
を
示
し
た
。

広
島
高
裁
判
決
は
黒
い

雨
に
含
ま
れ
る
放
射
性
降

下
物
の
内
部
被
曝
に
よ
る

健
康
被
害
の
可
能
性
を
認

め
、
原
告
を
被
爆
者
と
認

め
た
。
広
島
と
違
っ
て
長

崎
で
は
米
国
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
調
査
団
に
よ
り
広
い
範

囲
で
残
留
放
射
線
が
測
定

さ
れ
て
い
る
。と
こ
ろ
が
、

ど
う
し
て
も
内
部
被
曝
を

認
め
た
く
な
い
国
は
「
黒

い
雨
」
に
こ
だ
わ
っ
た
。

広
島
で
は
黒
い
雨
に
遭
っ

た
の
で
手
帳
を
交
付
す

る
。
長
崎
で
は
放
射
性
降

下
物
で
被
曝
し
た
こ
と
が

証
明
さ
れ
て
も
黒
い
雨
に

遭
っ
て
い
な
い
の
で
手
帳

は
交
付
し
な
い
。
合
理
性

も
科
学
的
根
拠
も
あ
っ
た

も
の
で
は
な
い
。
無
茶
苦

茶
で
あ
る
。

長
崎
県
保
険
医
協
会
は

抗
議
文
を
出
し
た
。
一
日

も
早
い
誰
も
が
納
得
で
き

る
解
決
を
望
み
た
い
。

本
田
孝
也（
常
任
世
話
人
）

担当者（右）に要請書を渡す原代表世話人
（中央）と中川代表世話人（左）

例
年
行
っ
て
い
る
外
務
省
へ

の
要
請
を
１２
月
１５
日
に
行
っ

た
。
今
回
、
保
団
連
か
ら
住
江

憲
勇
会
長
、
永
瀬
勉
非
核
平
和

部
長
、
矢
野
正
明
担
当
理
事
、

反
核
医
師
の
会
か
ら
中
川
武

夫
、
原
和
人
各
代
表
世
話
人
、

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
か
ら
武

田
勝
文
医
師
（
大
阪
）
、
松
井

和
夫
医
師
（
和
歌
山
）
と
、
事

務
局
員
６
人
が
参
加
し
た
。

外
務
省
か
ら
は
軍
備
管
理
軍

縮
課
町
村
敬
太
課
長
補
佐
等
が

対
応
し
、
こ
ち
ら
が
事
前
に
提

出
し
た
質
問
事
項
つ
い
て
は
、

「
我
が
国
の
周
辺
に
は
強
力
な

軍
事
力
が
あ
り
、
そ
の
脅
威
に

対
し
て
米
国
の
核
に
よ
る
抑
止

力
が
必
要
」
、
「
核
禁
条
約
は

核
の
な
い
世
界
の
出
口
と
し
て

重
要
で
あ
る
が
、
核
兵
器
国
の

参
加
が
必
要
」
、
「
核
兵
器
の

先
制
不
使
用
は
検
証
可
能
な
状

態
で
の
同
意
が
必
要
」
、
「
米

国
と
の
核
共
有
は
非
核
三
原
則

と
相
い
れ
な
い
（
核
拡
散
防
止

条
約
に
も
違
反
す
る
）
」
と
の

回
答
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
い
く
つ
か
の
論
点

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。国

連
総
会
で
の
日
本
決
議

は
、
今
回
初
め
て
核
禁
条
約
に

言
及
し
、
核
戦
争
の
非
人
道
的

結
末
な
ど
に
も
触
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
各
国
の
支
持
は
例

年
並
み
だ
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
外
務
省
か
ら
は
「
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
国
の
安

全
保
障
の
危
機
、
核
兵
器
国
の

立
場
の
相
違
な
ど
が
各
国
の
投

票
行
動
に
影
響
し
、
単
純
に
過

去
と
比
較
す
る
こ
と
は
適
切
で

は
な
い
」
と
い
う
見
解
が
示
さ

れ
た
。
日
本
決
議
が
核
禁
条
約

に
ふ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、

「
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
で
の
最

終
文
書
案
に
言
及
さ
れ
て
お

り
、
事
実
を
記
載
し
た
」
と
説

明
が
あ
っ
た
。

米
国
が
核
兵
器
の
先
制
不
使

用
の
方
針
を
検
討
し
た
際
に
、

日
本
が
反
対
し
た
と
報
じ
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
関
し
て
は
、

「
コ
メ
ン
ト
で
き
な
い
」
と
の

回
答
で
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
か
ら

は
、
日
本
政
府
が
二
度
と
核
兵

器
が
使
わ
れ
て
は
い
け
な
い
と

い
う
見
解
で
あ
れ
ば
、
米
国
に

対
し
て
も
、
核
兵
器
の
先
制
不

使
用
の
方
針
を
推
進
す
る
よ
う

に
要
請
す
る
の
が
戦
争
に
よ
る

唯
一
の
被
爆
国
と
し
て
の
立
場

で
は
な
い
か
と
意
見
を
述
べ

た
。核

軍
縮
に
つ
い
て
「
現
実
的

か
つ
実
践
的
に
対
応
し
て
い

く
」
と
い
う
説
明
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
に
し
て
橋
渡
し
を
し

て
い
く
の
か
、
核
抑
止
力
の
立

場
に
立
つ
と
、
核
を
持
た
な
い

国
も
自
国
の
安
全
の
た
め
に
核

兵
器
を
持
つ
こ
と
に
な
る
と
い

う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に

対
し
町
村
氏
は
「
日
本
と
し
て

は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
基
づ
く
核
兵
器
の

不
拡
散
と
い
う
立
場
で
、
安
全

保
障
に
対
応
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

原
和
人
（
代
表
世
話
人
）

交流会終了後の記念撮影（右端からパク運営委員、１人お
いてウ医師、キム医師）

２
月
２
日
か
ら
５
日
に
か

け
て
、
Ｄ
Ａ
Ｎ
の
ウ
・
ソ
ク

キ
ュ
ン
医
師
、
キ
ム
・
ミ
ジ

ョ
ン
医
師
、
パ
ク
・
チ
ャ
ノ

ー
運
営
委
員
の
３
人
が
訪
日

し
た
。
こ
れ
ま
で
反
核
医
師

の
会
（
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
）
は
３
度

に
わ
た
り
韓
国
を
訪
問
し
、

ま
た
、
福
岡
や
長
崎
で
開
催

さ
れ
た
「
反
核
医
師
の
つ
ど

い
」
に
招
待
し
、
さ
ら
に
日

本
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ

Ｗ
会
議
の
際
に
交
流
を
行
っ

て
き
た
。
日
本
滞
在
中
、
全

日
本
民
医
連
と
の
交
流
、
原

子
力
市
民
委
員
会
へ
の
訪

問
、
立
川
相
互
病
院
の
訪
問

と
東
京
反
核
医
師
の
会
と
の

懇
談
な
ど
を
行
い
、
２
月
４

日
の１７
時
か
ら
２
時
間
半
、

リ
モ
ー
ト
で
反
核
医
師
の
会

と
の
交
流
を
行
い
、
約
１０
人

の
会
員
が
参
加
し
た
。

Ｄ
Ａ
Ｎ
は
も
と
も
と
東
日

本
大
震
災
の
東
電
福
島
原
発

事
故
の
後
、
韓
国
で
核
発
電

所（
原
発
）に
反
対
す
る
組
織

と
し
て
発
足
し
た
。従
っ
て
、

そ
の
活
動
は
、
反
原
発
や
原

発
に
よ
る
健
康
障
害
に
対
す

る
支
援
が
中
心
で
あ
る
。

韓
国
で
も
、
使
用
済
み
燃

料
な
ど
の
高
濃
度
廃
棄
物
の

処
理
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
で
は
原
発
の
敷
地

内
に
永
久
保
存
す
る
方
法
が

検
討
中
で
、
日
本
と
同
様
、

原
発
の
運
転
期
間
の
延
長
も

論
議
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事

で
あ
っ
た
。

韓
国
で
は
原
発
周
辺
の
住

民
に
甲
状
腺
が
ん
の
多
発
が

指
摘
さ
れ
、
裁
判
闘
争
が
行

わ
れ
て
い
る
。
昨
年
一
審
が

終
わ
り
敗
訴
に
な
っ
た
が
、

第
二
審
に
向
け
て
準
備
し
て

い
る
。
そ
の
点
で
、
東
電
福

島
原
発
事
故
に
対
す
る
健
康

障
害
に
つ
い
て
の
関
心
も
高

く
、
小
児
の
甲
状
腺
が
ん
の

問
題
に
つ
い
て
も
、
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

最
近
、
ユ
ン
大
統
領
は
韓

国
が
独
自
に
核
兵
器
を
保
有

す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
い

う
発
言
を
行
っ
た
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
も
意
見
交
換
を
行

っ
た
。
韓
国
に
お
い
て
は
核

兵
器
禁
止
条
約
や
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に

つ
い
て
話
題
に
さ
れ
る
こ
と

が
少
な
く
、
米
国
と
の
核
共

有
も
含
め
て
、
核
兵
器
の
保

有
に
対
し
て
は
７
割
の
国
民

が
賛
成
し
て
い
る
。
た
だ
Ｄ

Ａ
Ｎ
を
含
む
市
民
団
体
は
、

朝
鮮
半
島
の
非
核
化
、
核
の

な
い
世
界
に
向
け
て
運
動
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
日
本

と
韓
国
の
共
同
し
た
運
動

で
、
北
東
ア
ジ
ア
の
非
核
化

に
向
け
て
運
動
を
強
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

原
和
人
（
代
表
世
話
人
）

韓
国
反
核
医
師
会
（
Ｄ
Ａ
Ｎ
）
の

長崎の「黒い雨」国は認めず

代
表
が
訪
日

「核禁条約への署名・批准を」

外務省要請を実施外務省要請を実施
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１
月
７
〜
８
日
、
反
核
医
師
の
会
学
生
部
会
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
開
催
地
は
広
島
で
、
学
生
を
中
心
に
５２
名
が
参
加
。
参
加
者
ら
は
大
久
野
島
や
広
島
市
の

遺
跡
を
巡
っ
た
他
、
現
地
の
被
爆
者
団
体
と
交
流
し
見
聞
を
深
め
た
。

以
下
に
当
日
参
加
し
た
学
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

５２
名
が
現
地
参
加

今
回
は
、
前
年
９
月
の
広

島
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
台

風
で
中
止
に
な
っ
た
こ
と
を

受
け
て
、
反
核
医
師
の
会
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
分

は
一
部
員
と
し
て
、
場
を
盛

り
上
げ
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
て
お
り
、
緊
張
し
て
い

ま
し
た
が
、
実
際
始
ま
っ
て

み
る
と
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

１１
日日
目目

広
島
市
か
ら
電
車
で
１
時

間
半
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る

「
大
久
野
島
」
に
行
き
ま
し

た
。
う
さ
ぎ
で
と
て
も
有
名

な
島
で
す
が
、
実
は
こ
の
島

で
は
戦
時
中
に
毒
ガ
ス
を
作

っ
て
い
た
の
で
す
。
戦
争
兵

器
と
し
て
の
毒
ガ
ス
使
用
は

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
で
戦
前
に

禁
止
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
中
国
な
ど
で
使
用
さ

れ
て
戦
地
で
何
万
、
何
十
万

と
い
う
人
た
ち
が
亡
く
な
り

ま
し
た
。

山
内
さ
ん
と
い
う
ガ
イ
ド

の
方
と
見
学
し
て
、
た
く
さ

ん
の
衝
撃
的
な
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
話
の
中

で
も
、
「
大
久
野
島
は
地
図

か
ら
消
さ
れ
、
電
車
か
ら
も

鎧
戸
で
閉
め
ら
れ
て
見
え
な

い
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
確

実
に
こ
の
事
実
は
隠
蔽
さ
れ

て
い
た
」
、
「
関
係
資
料
を

す
べ
て
廃
棄
し
た
た
め
に
、

後
で
こ
の
事
実
が
語
ら
れ
る

こ
と
も
な
く
、
同
じ
よ
う
な

悲
劇
が
繰
り
返
さ
れ
る
可
能

性
が
少
な
か
ら
ず
残
っ
て
い

る
」
、
「
毒
ガ
ス
を
作
る
過

程
で
も
た
く
さ
ん
の
方
が
毒

ガ
ス
の
漏
洩
な
ど
で
亡
く
な

っ
た
」
、
「
最
終
的
に
子
供

ま
で
動
員
さ
れ
て
毒
ガ
ス
を

作
っ
て
お
り
、
毒
ガ
ス
工
場

で
働
い
て
い
る
」、「
話
を
漏

ら
す
と
死
刑
も
あ
り
得
る
と

い
う
脅
し
を
受
け
な
が
ら
働

い
て
い
た
」、「
最
終
的
に
毒

ガ
ス
工
場
を
埋
め
る
際
に
土

を
被
せ
た
だ
け
で
、
ま
だ
地

下
１
ｍ
に
は
当
時
の
痕
跡
や

汚
染
さ
れ
て
い
た
土
が
残
っ

て
お
り
、
島
の
水
道
は
ヒ
素

な
ど
の
毒
が
問
題
で
わ
ざ
わ

ざ
水
を
他
の
場
所
か
ら
運
ん

で
く
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、

本
当
に
戦
争
が
終
わ
っ
た
と

は
言
え
な
い
」
な
ど
様
々
な

言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。

見
学
の
中
で
は
、
毒
ガ
ス

を
何
百
ト
ン
と
保
管
で
き
る

島
内
最
大
の
貯
蔵
庫
の
大
き

さ
が
印
象
的
で
し
た
。ま
た
、

実
際
に
当
時
使
わ
れ
て
い
た

発
電
所
を
見
て
、
特
別
に
中

に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

当
時
は
外
部
か
ら
の
隠
蔽

の
た
め
に
外
か
ら
電
気
を
直

接
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
そ
の
た
め
に
立
派
な
発

電
所
を
作
っ
た
そ
う
で
、

島
内
の
仕
事
の
中
で
発
電

所
の
仕
事
は
毒
ガ
ス
に
接

触
し
な
く
て
良
い
た
め
に

人
気
が
あ
っ
た
と
い
う
話

に
は
納
得
で
き
ま
し
た
。

１
日
目
夜
の
交
流
会
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
班
ご
と
に

分
か
れ
て
交
流
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自

分
の
班
で
は
平
和
に
関
す

る
話
か
ら
、
社
会
に
残
っ

て
い
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

こ
と
に
話
題
が
発
展
し
、

自
分
達
の
周
り
に
も
気
づ

か
な
い
う
ち
に
た
く
さ
ん

の
差
別
が
あ
り
、
そ
の
差

別
を
知
ら
な
い
う
ち
に
作

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
１
人
で
は
な

か
な
か
気
づ
く
こ
と
の
で

き
な
い
新
し
い
視
点
に
な
り

ま
し
た
。

２２
日日
目目

当
時
広
島
に
い
て
爆
心
地

１
㎞
以
内
で
実
際
に
被
爆
さ

れ
た
方
の
話
を
聞
き
ま
し

た
。
自
分
は
昨
年
９
月
に
広

島
へ
行
っ
た
際
に
、
胎
内
被

爆
さ
れ
た
方
の
話
を
聞
く
こ

と
は
で
き
ま
し
た
が
、
直
接

被
爆
さ
れ
た
方
の
話
を
聞
く

の
は
初
め
て
の
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
原
爆
が
落
と
さ
れ

た
あ
と
に
気
を
失
い
、
一
緒

に
い
た
家
族
を
原
爆
症
で
次

々
に
亡
く
し
、
ま
た
本
人
も

ひ
ど
い
症
状
を
き
た
し
て
、

大
変
辛
い
思
い
を
さ
れ
た
こ

と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

１
日
目
の
大
久
野
島
見
学
で

も
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
し

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
が
、
改
め
て
そ
れ
を
強
く

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

回
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
の
最
後
に
見
学
し
た
平
和

祈
念
資
料
館
で
は
、
原
爆
の

凄
惨
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
様

々
な
展
示
物
、
当
時
広
島
の

市
街
地
が
焼
け
野
原
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
際
の
写
真
、
そ

し
て
被
爆
し
て
原
爆
症
で
亡

く
な
っ
て
い
く
ま
で
の
被
爆

者
の
記
録
な
ど
を
見
ま
し

た
。
偶
然
、
原
爆
投
下
時
に

爆
心
地
周
辺
に
い
な
か
っ
た

な
ど
し
て
家
族
や
友
人
を
亡

く
し
な
が
ら
も
生
き
残
っ
た

方
は
、
後
ろ
め
た
く
、
生
き

て
い
る
の
を
逆
に
辛
く
感
じ

て
い
る
と
い
う
こ
と
や
、
原

爆
症
で
血
を
吐
い
た
り
、
髪

の
毛
が
全
て
抜
け
て
し
ま
っ

た
り
な
ど
、
被
爆
者
は
非
常

に
辛
い
思
い
を
し
た
こ
と
な

ど
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

い
ま
、
自
分
た
ち
は
当
た

り
前
の
よ
う
に
生
活
が
で
き

て
い
ま
す
が
、
当
時
は
い
つ

餓
死
す
る
か
、
ま
た
爆
弾
が

落
ち
て
き
て
命
を
落
と
す
の

か
、
そ
れ
に
政
府
か
ら
の
情

報
統
制
な
ど
、
怯
え
な
が
ら

の
貧
し
い
生
活
を
長
期
に
わ

た
り
強
い
ら
れ
て
い
た
こ

と
、
そ
し
て
１
９
４
５
年
８

月
６
・
９
日
に
、
た
っ
た
２

つ
の
原
子
爆
弾
で
合
わ
せ
て

２０
万
人
以
上
も
の
方
が
命
を

落
と
し
た
こ
と
を
考
え
る

と
、
今
当
た
り
前
に
で
き
て

い
る
こ
と
は
昔
は
全
く
当
た

り
前
で
は
な
く
、
私
た
ち
は

あ
り
が
た
い
と
感
謝
し
な
が

ら
生
き
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
も
思
い
ま
し
た
。

大久野島発電場跡を見学する参加者

３年ぶりフィールドワーク

広
島
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
感
想

反核医師の会学生部会

沼
口

護
（
福
島
県
立
医
科
大
学
３
年
）
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広
島
市
教
育
委
員
会
が

「
ひ
ろ
し
ま
平
和
ノ
ー
ト
」

と
い
う
教
材
の
小
学
３
年
生

向
け
資
料
か
ら
「
は
だ
し
の

ゲ
ン
」
の
削
除
を
決
定
し

た
。
「
ゲ
ン
」
は
、
原
爆
の

恐
ろ
し
さ
を
漫
画
と
い
う
子

ど
も
も
理
解
で
き
る
表
現
で

伝
え
て
い
る
。
皮
膚
が
垂
れ

下
が
る
ほ
ど
火
傷
を
負
っ
た

被
害
者
の
様
相
を
伝
え
る
絵

が
残
酷
だ
と
い
う
意
見
も
あ

っ
た
が
、
そ
れ
が
原
爆
な
の

で
あ
る
。
高
温
で
そ
こ
に
い

た
人
間
が
蒸
発
し
て
し
ま
う

ほ
ど
の
非
人
道
的
な
武
器
な

の
で
あ
る
。
１０
巻
に
も
及
ぶ

「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
を
読
ん

だ
時
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
長
い

の
だ
ろ
う
と
不
思
議
だ
っ

た
。
し
か
し
、
読
み
進
む
う

ち
に
納
得
が
い
っ
た
。
被
爆

だ
け
な
ら
１
〜
２
巻
で
十
分

で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
被
爆

者
の
人
生
が
延
々
と
描
か
れ

て
い
る
。
生
き
残
っ
た
人
た

ち
も
放
射
能
と
い
う
目
に
見

え
な
い
力
で
破
壊
さ
れ
、
若

く
し
て
人
生
を
終
え
る
。
一

生
懸
命
生
き
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
被
爆
者
と
い
う

レ
ッ
テ
ル
が
生
活
し
づ
ら
さ

を
生
み
、
つ
い
て
ま
わ
る
。

被
爆
者
の
真
実
を
描
く
た
め

に
１０
巻
が
必
要
だ
っ
た
の

だ
。核

戦
争
を
防
止
す
る
石
川

医
師
の
会
で
は
、
核
廃
絶
運

動
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
、

２
０
１
１
年
か
ら
、
石
川
県

内
の
小
中
学
校
に
「
は
だ
し

の
ゲ
ン
」
寄
贈
運
動
を
続

け
、
こ
れ
ま
で
９４
校
に
寄
贈

し
て
き
た
。
子
ど
も
時
代
か

ら
平
和
の
尊
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
為
に
は
、
戦
争
の
恐
ろ

し
さ
、
特
に
核
戦
争
の
恐
ろ

し
さ
を
、
か
つ
て
そ
の
当
事

国
と
し
て
体
験
し
た
日
本
は

先
頭
に
立
っ
て
押
し
進
め
る

こ
と
が
義
務
で
あ
ろ
う
。

３
月
７
日
夕
方
、
家
を
出

た
と
き
、
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
越
し
に
満
月
が
真
正
面

に
輝
い
て
い
た
。
美
し
い
。

５０
年
後
、
壊
れ
か
か
っ
た
地

球
を
後
に
、
地
球
難
民
が
満

員
の
ロ
ケ
ッ
ト
に
乗
っ
て
月

に
向
か
っ
て
い
る
姿
を
想
像

し
た
。
正
夢
に
な
ら
な
い
よ

う
に
祈
り
た
い
。

（
核
戦
争
を
防
止
す
る
石
川

医
師
の
会
世
話
人

武
藤
一

彦
）

近
畿
各
府
県
の
保
険
医
協

会
や
民
医
連
、
反
核
医
師
の

会
な
ど
で
つ
く
る
近
畿
反
核

医
師
懇
談
会
は
２
月
２３
日
、

市
民
公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
企
画

「
沖
縄
と
核
〜
恐
怖
と
隣
り

合
わ
せ
の
島
で
〜
」
を
、
大

阪
市
内
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開

催
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広

島
放
送
局
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
松

岡
哲
平
氏
が
講

演
し
、７８
人（
会

場
３２
人
、オ
ン
ラ
イ
ン
４６
人
）

が
参
加
し
た
。

松
岡
氏
は
、
沖
縄
放
送
局

時
代
の
２
０
１
５
年
、
「
沖

縄
と
核
」
を
テ
ー
マ
に
取
材

を
重
ね
、
米
軍
占
領
下
の
沖

縄
が
核
戦
略
の
拠
点
だ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル「
沖
縄
と
核
」

を
制
作
し
た
と
紹
介
。

そ
も
そ
も
沖
縄
に
核
が
配

備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
５０
年
代
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
米
大
統
領
の
ニ
ュ
ー
ル

ッ
ク
戦
略
の
も
と
、
米
国
が

日
本
本
土
へ
の
核
配
備
を
狙

っ
た
が
、
日
本
本
土
で
は
ビ

キ
ニ
水
爆
実
験
被
害
に
よ
り

反
核
運
動
が
盛
り
上
が
り
本

土
へ
の
核
配
備
の
拒
否
感
が

強
い
一
方
で
、
沖
縄
へ
の
核

配
備
へ
の
抵
抗
は
少
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
米
国
と
日
本

政
府
の
利
害
が
一
致
し
た
こ

と
に
よ
る
と
紹
介
。

伊
江
島
で
の
核
爆
弾
投
下

（
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｓ
）
訓
練
の
た
め

の
土
地
接
収
や
、
核
弾
頭
を

積
ん
だ
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
「
ナ

イ
キ
・
ハ
ー
キ
ュ
リ
ー
ズ
」

の
誤
発
射
、
中
距
離
攻
撃
ミ

サ
イ
ル
「
メ
ー
ス
Ｂ
」
が
キ

ュ
ー
バ
危
機
の
最
中
、
中
国

に
対
し
て
発
射
さ
れ
る
寸
前

で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
沖
縄

に
核
が
配
備
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
よ
り
、
住
民
は
常
に
危

機
と
隣
り
合
わ
せ
の
状
況
に

あ
っ
た
と
丹
念
な
取
材
資
料

か
ら
示
し
た
。

松
岡
氏
は
、
沖
縄
の
本
土

復
帰
で
核
兵
器
は
「
す
べ
て

撤
去
」
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後

も
核
持
ち
込
み
を
認
め
る

「
核
密
約
」
が
日
米
政
府
の

間
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
現

在
も
沖
縄
に
は
在
日
米
軍
基

地
の
大
部
分
が
置
か
れ
、
日

米
両
政
府
が
沖
縄
を
搾
取
し

続
け
る
構
造
は
一
切
変
わ
っ

て
い
な
い
と
指
摘
。

そ
し
て
、
日
米
両
軍
よ
り

多
い
住
民
１０
万
人
超
が
犠
牲

に
な
っ
た
沖
縄
戦
が
そ
の
構

造
の
原
点
と
考
え
取
材
を
重

ね
た
結
果
、
「
米
軍
の
爆
撃

に
よ
り
死
亡
し
た
住
民
」
と

さ
れ
て
い
た
写
真
が
、
実
は

映
像
が
残
っ
て
い
な
い
と
言

わ
れ
て
い
た
集
団
自
決
に
よ

り
亡
く
な
っ
た
住
民
で
あ
る

と
明
ら
か
に
し
た
と
報
告
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は「
残
酷
す
ぎ
る
」

と
詳
細
が
放
送
で
き
な
か
っ

た
が
、
当
時
を
証
言
す
る
人

が
い
な
く
な
る
な
か
、
沖
縄

戦
の
凄
惨
さ
、
背
景
に
あ
る

日
本
軍
の
思
想
教
育
を
示
す

貴
重
な
証
言
写
真
と
考
え
て

い
る
と
し
て
、
沖
縄
戦
を
語

り
継
ぐ
重
要
性
を
訴
え
た
。

（
近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
）

第１９回反核医師の会全国大会につきまして、以下の日程
で開催いたします。
万障お繰り合わせの上でご参加頂きますよう、何卒よろ

しくお願い申し上げます。

開 催 日：２０２３年６月１１日（日） 午前１０時３０分～午後３時
（午後は記念講演）

開催会場：東京・新宿・新宿農協会館８階会議室（オンラ
イン併用開催）

主 催：核戦争に反対する医師の会（反核医師の会）

日 程
① 午前１０時３０分～１２時：総会を開催
② 午後１時～３時：記念講演：講師・山形英郎氏

名古屋大学大学院国際開発研究科教授
講演テーマ：ウクライナ戦争と国際平和秩序（仮題）

③ その他：ＩＰＰＮＷ世界大会参加者からの報告

参加申し込みは https://onl.la/iBVvN3N
または右記ＱＲコードよりご登録ください。→

お問い合わせ先
ＴＥＬ：０３―３３７５―５１２３ ＦＡＸ :０３―３３７５―１８６２
Mail : panw@doc-net.or.jp
全国保険医団体連合会内反核医師の会事務局・小林まで

『はだしのゲン』（作：中沢啓治 汐文社）

第１８回全国大会のお知らせ
反核医師の会

オンライン併用反核医師の会は、会員のみなさまの会費と、主旨に賛同いただいている
募金によって運営しています。
２０２３年は IPPNW世界大会第１９回全国大会の他、「つどい in 北海道」を
９月２３日～２４日に開催するなどの取り組みが予定されています。
２０２３年度（２０２３年４月１日～２０２４年３月３１日）の会費納入のほど、よろし
くお願いいたします。

個人会員（医師・歯科医師、医学者） １０，０００円
研修医（卒後２年まで） ３，０００円
医・歯学生会員 １，０００円
賛助会員 １，０００円

振込先
◇りそな銀行 新都心営業部 普通 １ ５ ５ ７ ５ ０ ２
「反核医師・医学者の集い」

◇ゆうちょ銀行 （他銀行からの振り込みの場合） ○一九支店
当座 ０ ０ ５ ６ ７ ６ ４ 「反核医師・医学者の集い」

◇郵便振替 ０ ０ １ ７ ０－７－５ ６ ７ ６ ４ 「反核医師・医学者の集い」

漫
画「
は
だ
し
の
ゲ
ン
」を

子
ど
も
た
ち
に

会費納入のおねがい

（
汐
文
社

中
沢
啓
治

作
）

第１９回反核医師の会全国大会のお知らせ

日
米
両
政
府
に
搾
取
さ
れ
つ
づ
け
る
沖
縄

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
を
開
催

松岡哲平氏

読書案内
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